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○
ロ
ス
ト
内
部 

 
 

前
話
よ
り
。 

タ
ク
ヤ
「
あ
れ
は
…
…
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
は
片
手
で
ダ
イ
チ
の
首
を
締
め
上
げ

て
い
た
。 

ユ
キ
「
お
父
さ
ん
！
」 

ダ
イ
チ
「
ユ
キ
…
…
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
、
タ
ク
ヤ
ら
に
顔
を
向
け
、 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ほ
う
。
生
身
で
こ
こ
ま
で
。
だ
が
遅
か

っ
た
な
」 

次
の
瞬
間
、
ダ
イ
チ
は
粒
子
状
に
分
解
さ
れ
、

霧
散
す
る
。 

ユ
キ
「
！
！
」 

タ
ク
ヤ
「
て
め
え
…
…
！
」 

 
 

ユ
キ
の
感
情
が
爆
発
す
る
。 

ユ
キ
「
―
―
あ
あ
あ
ー
っ
！
」 

 
 

頭
上
に
ア
キ
ラ
と
無
数
の
拳
銃
が
現
れ
、
広
範

囲
か
ら
一
斉
射
撃
！ 

ユ
キ
「
あ
あ
あ
あ
ー
ー
ー
っ
！
」 

 
 

さ
ら
に
ア
キ
ラ
が
特
大
の
バ
ズ
ー
カ
を
放
つ
！ 

 
 

砲
煙
が
晴
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
無
傷
の
タ
イ
ヨ 

ウ
が
い
た
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
そ
の
程
度
か
」 

タ
ク
ヤ
・
ユ
キ
「
！
」 

 
 

絶
体
絶
命
の
タ
ク
ヤ
と
ユ
キ
。 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
が
オ
ー
ラ
の
光
球
を
放
つ
！ 

 

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

 

○
ロ
ス
ト
内
部 

 
 

タ
ク
ヤ
と
ユ
キ
に
光
球
が
迫
る
。 

タ
ク
ヤ
・
ユ
キ
「
！
」 

 
 

為
す
術
も
な
い
二
人
。 

 
 

そ
の
時
、
ア
キ
ラ
が
身
を
挺
し
て
光
球
を
受
け

止
め
る
。 

ユ
キ
「
ア
キ
ラ
！
」 

ア
キ
ラ
「
ユ
キ
さ
ん
。
こ
こ
で
は
想
い
の
強
さ
が
全

て
で
す
…
…
想
い
を
、
強
く
持
っ
て
下
さ
い
」 

 
 

一
方
の
タ
イ
ヨ
ウ
は
、
二
人
な
ど
い
な
い
か
の

ご
と
く
周
囲
を
観
察
し
て
い
る
。 
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タ
イ
ヨ
ウ
「
ダ
イ
チ
の
肉
体
は
消
し
た
は
ず
だ
が
…

…
ロ
ス
ト
が
拡
張
し
な
い
。
何
故
だ
」 

タ
ク
ヤ
「
く
そ
っ
…
…
！
」 

 
 

ひ
と
ま
ず
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
タ
ク
ヤ
。 

 
 

ス
ク
ー
タ
ー
を
駆
り
つ
つ
、 

タ
ク
ヤ
「
ど
う
す
れ
ば
…
…
考
え
ろ
、
考
え
る
ん
だ
！
」 

 
 

ユ
キ
、
目
を
閉
じ
強
く
念
じ
る
。 

 
 

連
動
し
て
ア
キ
ラ
が
光
球
を
跳
ね
飛
ば
す
。 

 
 

光
球
が
見
え
な
い
壁
に
当
た
っ
た
か
の
よ
う
に

空
間
に
亀
裂
が
入
る
。 

 
 

タ
ク
ヤ
、
一
か
八
か
そ
の
亀
裂
に
ス
ク
ー
タ
ー

ご
と
飛
び
込
む
。 

 
 

そ
こ
は
こ
れ
ま
で
と
違
う
空
間
で
、
ス
ク
ー
タ

ー
は
肌
色
の
地
面
を
走
っ
て
い
る
。 

 
 

俯
瞰
す
る
と
、
そ
れ
は
巨
大
な
人
の
掌
の
上
。 

 
 

ス
ク
ー
タ
ー
は
指
先
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
。 

タ
ク
ヤ
「
こ
れ
は
…
…
」 

 
 

巨
大
な
眼
球
が
天
か
ら
見
下
ろ
し
、 

ダ
イ
チ
の
声
「
信
じ
る
ん
だ
…
…
自
分
た
ち
自
身
を
」 

ユ
キ
「
お
父
さ
ん
…
…
？
」 

タ
ク
ヤ
「
よ
し
…
…
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
、
空
間
が
変
質
し
た
こ
と
に
気
付
く
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ん
…
…
？
」 

 
 

巨
大
な
指
が
ク
イ
ッ
と
曲
が
り
、
ス
ク
ー
タ
ー

は
そ
れ
に
沿
っ
て
タ
イ
ヨ
ウ
の
方
へ
と
コ
ー
ス

を
変
え
る
。 

 
 

一
気
に
加
速
す
る
タ
ク
ヤ
。 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
、
今
だ
！
」 

 
 

念
じ
る
ユ
キ
。 

 
 

ア
キ
ラ
が
銃
弾
を
タ
イ
ヨ
ウ
に
放
つ
。 

 
 

回
転
し
な
が
ら
真
っ
直
ぐ
に
飛
ぶ
銃
弾
。 

 
 

そ
の
表
面
に
次
々
と
タ
マ
シ
イ
が
宿
り
、
重
な

っ
て
い
く
。 

 
 

ツ
バ
サ
、
ス
ズ
メ
バ
チ
、
ロ
ウ
、
ヒ
ナ
コ
、
養

護
学
園
の
子
供
た
ち
、
Ｓ
Ｐ
Ｒ
５
（
本
編
に
登

場
し
、
ロ
ス
ト
に
巻
き
込
ま
れ
た
タ
マ
シ
イ
）
。 

 
 

想
い
が
重
な
る
度
に
銃
弾
の
先
端
は
鋭
利
に
変

形
し
て
い
く
。 

 
 

が
、
タ
イ
ヨ
ウ
の
目
前
で
銃
弾
は
バ
リ
ア
に
防

が
れ
る
。 
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タ
イ
ヨ
ウ
「
ふ
ん
」 

タ
ク
ヤ
「
そ
ん
な
…
…
！
」 

 
 

変
質
し
た
空
間
が
元
に
戻
る
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
時
間
が
な
い
。
ロ
ス
ト
を
完
全
な
も
の

に
し
な
け
れ
ば
」 

タ
ク
ヤ
「
ロ
ス
ト
を
…
…
？ 

ど
う
い
う
こ
と
だ
」 

ユ
キ
「
キ
キ
ョ
ウ
が
言
っ
て
た
わ
。
ロ
ス
ト
は
ま
だ

終
わ
っ
て
な
い
、
っ
て
」 

タ
ク
ヤ
「
ふ
ざ
け
る
な
！ 

既
に
ど
れ
だ
け
の
人
間

が
犠
牲
に
な
っ
た
か
分
か
っ
て
る
の
か
！
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
た
か
だ
か
数
万
人
だ
ろ
う
」 

タ
ク
ヤ
「
た
か
だ
か
…
…
？
」 

ユ
キ
「
…
…
ッ
！
」 

 
 

そ
の
時
、
一
度
防
が
れ
た
銃
弾
が
再
び
回
転
を

始
め
、
バ
リ
ア
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
く
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ほ
う
…
…
」 

 
 

バ
リ
ア
は
つ
い
に
粉
々
に
砕
け
る
。 

ユ
キ
「
そ
れ
が
私
た
ち
の
想
い
よ
」 

 
 

ユ
キ
の
頭
上
、
ア
キ
ラ
が
拳
銃
を
構
え
て
い
る
。 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
、
周
囲
を
見
回
し
、 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ダ
イ
チ
…
…
出
て
こ
い
。
ま
だ
い
る
ん

だ
ろ
う
？
」 

 
 

空
間
全
体
が
フ
ラ
ク
タ
ル
模
様
を
形
成
す
る
。 

 
 

あ
る
い
は
毛
細
血
管
に
、
あ
る
い
は
海
岸
線
や

雪
の
結
晶
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
殻
に
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ふ
っ
…
…
こ
の
空
間
そ
の
も
の
が
お
前

と
い
う
わ
け
か
」 

 
 

ユ
キ
、
周
囲
を
見
回
し
ダ
イ
チ
を
探
す
。 

ユ
キ
「
お
父
さ
ん
…
…
！
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
、
ユ
キ
を
見
や
り
、 

タ
イ
ヨ
ウ
「
な
ら
ば
…
…
（
あ
れ
を
消
し
て
や
ろ
う
）」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
の
頭
上
に
一
際
巨
大
な
光
球
が
形
成

さ
れ
て
い
く
。 

タ
ク
ヤ
「
…
…
！
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
が
目
を
見
開
い
た
瞬
間
、
光
球
が
放

た
れ
る
。 

タ
ク
ヤ
・
ユ
キ
「
！
」 

 
 

為
す
術
も
な
い
タ
ク
ヤ
、
ユ
キ
。 

 
 

が
、
光
球
は
二
人
の
体
を
す
り
抜
け
て
い
く
。 

タ
ク
ヤ
・
ユ
キ
「
？
」 
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タ
イ
ヨ
ウ
「
な
っ
…
…
」 

 
 

続
い
て
攻
撃
を
繰
り
出
す
が
、
や
は
り
こ
と
ご

と
く
す
り
抜
け
て
い
く
。 

 
 

自
分
の
両
手
を
見
る
タ
イ
ヨ
ウ
。 

 
 

あ
ち
こ
ち
粒
子
状
に
分
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
体
が
…
…
！
」 

タ
ク
ヤ
・
ユ
キ
「
…
…
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ク
ス
リ
は
ま
だ
効
い
て
い
る
は
ず
。
そ

も
そ
も
何
故
あ
の
二
人
は
存
在
し
て
い
ら
れ
る
？
」 

ダ
イ
チ
の
声
「
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
か
」 

 
 

周
辺
の
空
間
が
変
質
す
る
。 

広
大
な
宇
宙
空
間
に
た
っ
た
一
人
の
タ
イ
ヨ
ウ
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
…
…
？
」 

ダ
イ
チ
の
声
「
そ
れ
は
お
前
が
一
人
だ
か
ら
だ
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
！
」 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
＃
１
０
よ
り
。 

 
 

実
験
室
に
て
自
ら
志
願
し
た
ツ
キ
。 

ツ
キ
「
タ
イ
ヨ
ウ
…
…
ほ
ら
…
…
私
、
あ
な
た
の
こ

と
、
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
る
わ
！
」 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
の
周
り
の
空
間
が
元
に
戻
る
。 

 
 

向
こ
う
に
は
タ
ク
ヤ
と
ユ
キ
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
な
る
ほ
ど
…
…
互
い
を
観
測
し
合
う
こ

と
で
存
在
を
確
立
し
て
い
た
の
か
」 

 
 

分
解
が
タ
イ
ヨ
ウ
の
全
身
に
も
及
ん
で
い
く
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ふ
っ
、
健
気
な
こ
と
だ
。
私
の
背
負
っ

て
い
る
も
の
に
比
べ
れ
ば
あ
ま
り
に
も
脆
弱
」 

タ
ク
ヤ
・
ユ
キ
「
？
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
、
天
を
仰
ぎ
、 

タ
イ
ヨ
ウ
「
私
に
は
、
数
百
万
人
の
未
来
が
懸
か
っ

て
い
る
！
」 

 
 

分
解
さ
れ
つ
つ
も
力
を
振
り
絞
る
タ
イ
ヨ
ウ
。 

タ
ク
ヤ
「（
身
構
え
）
！
」 

 
 

ユ
キ
は
タ
ク
ヤ
の
後
ろ
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。 

 
 

力
を
使
い
果
た
し
た
の
だ
。 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
！ 

大
丈
夫
か
！
」 

ユ
キ
「
タ
ク
ヤ
…
…
ご
め
ん
な
さ
い
…
…
肝
心
な
と

こ
ろ
で
私
…
…
」 

 
 

ア
キ
ラ
の
姿
が
徐
々
に
薄
れ
て
い
く
。 
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ア
キ
ラ
「
ユ
キ
さ
ん
…
…
！
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
時
間
を
無
駄
に
し
た
」 

 
 

と
、
懐
か
ら
拳
銃
を
取
り
出
す
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
終
わ
り
に
し
よ
う
」 

タ
ク
ヤ
「
く
そ
っ
…
…
！
」 

ア
キ
ラ
「
タ
ク
ヤ
さ
ん
…
…
」 

タ
ク
ヤ
「
？
」 

ア
キ
ラ
「
ユ
キ
さ
ん
を
…
…
頼
み
ま
す
…
…
」 

 
 

ア
キ
ラ
の
姿
が
完
全
に
消
え
、
一
丁
の
拳
銃
だ

け
が
ゴ
ト
リ
と
残
る
。 

 
 

拳
銃
を
手
に
す
る
タ
ク
ヤ
。 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
に
向
か
い
、
ス
ク
ー
タ
ー
を
加
速
さ

せ
る
。 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
、
掴
ま
っ
て
ろ
よ
！
」 

 
 

右
手
で
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
回
し
、
左
手
で
拳
銃
の

狙
い
を
定
め
る
。 

タ
ク
ヤ
「
行
く
ぞ
タ
イ
ヨ
ウ
！
」 

 
 

タ
ク
ヤ
の
後
ろ
か
ら
ユ
キ
が
手
を
伸
ば
し
、
タ

ク
ヤ
の
左
手
を
支
え
る
。 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
…
…
」 

ユ
キ
「（
強
く
頷
き
）
…
…
」 

 
 

タ
ク
ヤ
、
右
手
も
ハ
ン
ド
ル
か
ら
離
し
、
ユ
キ

の
手
に
重
ね
、
し
っ
か
り
と
狙
い
を
定
め
る
。 

 
 

拳
銃
を
構
え
て
い
る
タ
イ
ヨ
ウ
。 

 
 

が
、
体
が
小
刻
み
に
揺
れ
、
照
準
が
定
ま
ら
な

い
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
！
？
」 

 
 

ハ
ッ
と
し
て
左
腕
の
肩
口
を
見
る
タ
イ
ヨ
ウ
。 

 
 

ス
ズ
ナ
の
銃
弾
に
よ
り
一
部
が
裂
け
て
い
る
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ま
さ
か
…
…
！
」 

 

○
封
鎖
地
区
内
・
ロ
ス
ト
周
縁
部
（
回
想
） 

 
 

ス
ズ
ナ
が
タ
イ
ヨ
ウ
の
背
中
に
銃
を
向
け
て
い

る
。 

ス
ズ
ナ
「
あ
あ
あ
ぁ
ー
っ
！
」 

 
 

ス
ズ
ナ
、
発
砲
！ 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
も
振
り
向
き
ざ
ま
に
発
砲
！ 

 
 

ス
ズ
ナ
の
弾
丸
は
タ
イ
ヨ
ウ
の
上
着
を
掠
め
る
。 

 
 

ス
ズ
ナ
は
胸
部
に
被
弾
し
、
倒
れ
る
。 

ス
ズ
ナ
「
が
は
っ
…
…
！
」 
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タ
イ
ヨ
ウ
「
こ
れ
く
ら
い
予
測
で
き
な
い
私
だ
と
思

っ
た
か
」 

ス
ズ
ナ
「
う
…
…
う
う
…
…
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
お
前
の
能
力
も
所
詮
そ
の
程
度
と
い
う

こ
と
だ
」 

 
 

と
、
ロ
ス
ト
へ
向
け
一
人
歩
い
て
い
く
。 

 

○
ロ
ス
ト
内
部
（
現
在
） 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
の
心
臓
が
ド
ク
ン
！ 

と
脈
打
つ
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
ス
ズ
ナ
め
…
…
！
」 

 
 

視
界
が
歪
み
、
体
中
を
毒
が
回
っ
て
い
く
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
く
っ
…
…
」 

 

○
ア
パ
ー
ト
Ａ
・
ス
ズ
ナ
の
部
屋 

 
 

跳
ね
上
が
っ
た
ま
ま
の
畳
。 

 
 

無
数
に
枝
分
か
れ
し
た
チ
ャ
ー
ト
で
唯
一
、『×

』

が
付
い
て
い
な
い
選
択
肢
。 

 
 

『
命
を
捨
て
る
』
と
あ
る
。 

 

○
封
鎖
地
区
内
・
ロ
ス
ト
周
縁
部 

 
 

う
つ
伏
せ
に
倒
れ
て
い
る
ス
ズ
ナ
。 

 
 

そ
の
死
に
顔
に
は
う
っ
す
ら
と
笑
み
が
。 

タ
イ
ヨ
ウ
（
オ
フ
）「
私
を
油
断
さ
せ
る
た
め
に
…
…

命
さ
え
投
げ
出
す
と
は
…
…
」 

 

○
ロ
ス
ト
内
部 

 
 

拳
銃
を
両
手
で
構
え
、
ス
ク
ー
タ
ー
で
タ
イ
ヨ

ウ
に
突
撃
す
る
タ
ク
ヤ
と
ユ
キ
。 

 
 

ど
う
に
か
拳
銃
を
構
え
、
迎
え
撃
つ
タ
イ
ヨ
ウ
。 

タ
ク
ヤ
「
こ
れ
で
最
後
だ
！
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
く
っ
…
…
！
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
の
放
っ
た
数
発
の
銃
弾
は
全
て
ス
ク

ー
タ
ー
に
着
弾
。 

 
 

一
方
、
タ
ク
ヤ
と
ユ
キ
の
銃
弾
は
タ
イ
ヨ
ウ
の

心
臓
を
撃
ち
抜
い
た
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
…
…
！
」 

 
 

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
空
中
に
投
げ
出
さ
れ
る
タ

ク
ヤ
と
ユ
キ
。 

 
 

ユ
キ
を
か
ば
い
つ
つ
、
崩
壊
し
た
道
路
に
着
地

す
る
タ
ク
ヤ
。 
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ゆ
っ
く
り
と
膝
か
ら
崩
れ
落
ち
る
タ
イ
ヨ
ウ
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
…
…
私
は
人
類
の
未

来
を
背
負
っ
て
…
…
！
」 

タ
ク
ヤ
「
お
前
は
何
も
背
負
っ
て
な
ん
か
い
な
い
。

身
近
な
人
間
一
人
守
ら
な
い
で
、
何
が
人
類
だ
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
こ
れ
で
は
一
体
何
の
た
め
に
…
…
何
の

た
め
に
私
は
！ 

う
あ
あ
あ
ぁ
ー
っ
！
」 

 
 

タ
イ
ヨ
ウ
の
体
が
完
全
に
分
解
さ
れ
、
霧
散
し

て
い
く
。 

タ
イ
ヨ
ウ
の
声
「
死
に
た
く
な
…
…
（
い
）
…
…
！
」 

 
 

空
間
の
歪
み
が
戻
り
、
静
寂
が
訪
れ
る
。 

ユ
キ
「
タ
ク
ヤ
…
…
」 

タ
ク
ヤ
「
あ
あ
…
…
」 

 
 

力
尽
き
た
ユ
キ
、
タ
ク
ヤ
に
も
た
れ
か
か
る
。 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
？ 
ユ
キ
！
」 

 
 

目
を
閉
じ
た
ま
ま
反
応
し
な
い
ユ
キ
。 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
ー
っ
！
」 

 

○
中
Ｃ
Ｍ 

 

○
ロ
ス
ト
内
部 

 
 

眠
っ
た
ま
ま
の
ユ
キ
。 

 
 

傍
に
座
り
、
悲
痛
な
顔
で
見
守
る
タ
ク
ヤ
。 

 
 

そ
こ
へ
声
が
響
く
。 

ダ
イ
チ
の
声
「
ユ
キ
…
…
」 

タ
ク
ヤ
「
！
」 

 
 

浮
遊
す
る
粒
子
が
淡
い
人
型
を
形
成
し
、
ダ
イ

チ
が
姿
を
現
す
。 

 
 

ユ
キ
、
ゆ
っ
く
り
と
目
を
覚
ま
す
。 

ユ
キ
「
お
父
さ
ん
…
…
」 

ダ
イ
チ
「
よ
く
頑
張
っ
た
な
、
ユ
キ
」 

ユ
キ
「
や
っ
と
…
…
会
え
た
ね
…
…
」 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
を
ロ
ス
ト
へ
呼
び
寄
せ
た
理
由
は
何

だ
。
こ
ん
な
目
に
遭
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
？
」 

ダ
イ
チ
「
こ
の
子
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
。

ユ
キ
は
世
界
を
選
べ
る
ん
だ
」 

ユ
キ
「
！
」 

タ
ク
ヤ
「
世
界
を
、
選
ぶ
…
…
？
」 

ダ
イ
チ
「
ユ
キ
。
お
前
は
二
つ
の
世
界
に
跨
が
る
存
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在
。
可
能
性
を
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
、
即

ち
観
測
者
な
ん
だ
よ
」 

ユ
キ
「
観
測
者
…
…
？
」 

タ
ク
ヤ
「
…
…
？
」 

ダ
イ
チ
「
お
前
な
ら
全
て
を
や
り
直
せ
る
。
さ
あ
、

お
い
で
」 

タ
ク
ヤ
「
…
…
」 

ユ
キ
「
…
…
」 

 
 

ユ
キ
、
立
ち
上
が
り
、
ダ
イ
チ
の
も
と
へ
歩
き

出
す
。 

ダ
イ
チ
「
そ
う
だ
、
ユ
キ
。
私
は
こ
の
時
を
ず
っ
と

待
っ
て
い
た
」 

ユ
キ
「
…
…
」 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
…
…
」 

 
 

手
を
差
し
伸
べ
る
ダ
イ
チ
。 

 
 

そ
の
手
に
自
分
の
手
を
重
ね
る
ユ
キ
。 

ユ
キ
「
お
父
さ
ん
…
…
」 

 
 

ダ
イ
チ
の
手
か
ら
光
が
発
せ
ら
れ
、
周
囲
を
包

み
込
む
。 

ダ
イ
チ
「
さ
あ
お
い
で
。
悲
劇
な
ど
起
き
な
か
っ
た
、

幸
せ
な
世
界
へ
」 

 
 

空
間
が
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
し
―
―
。 

 

○
ユ
キ
の
家
・
表 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ 

ミ
フ
ユ
が
赤
ん
坊
の
ユ
キ
を
あ
や
し
て
い
る
。 

ユ
キ
、
そ
の
小
さ
な
手
で
ミ
フ
ユ
の
指
を
掴
む
。 

ミ
フ
ユ
「（
微
笑
み
）
…
…
」 

 

○
埠
頭
（
夜
） 

 
 

＃
９
よ
り
、
ダ
イ
チ
が
タ
イ
ヨ
ウ
に
殴
り
飛
ば

さ
れ
た
と
こ
ろ
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
お
前
が
裏
切
っ
た
の
は
事
実
だ
ろ
う
。

使
命
を
忘
れ
た
の
か
」 

ダ
イ
チ
「
ポ
ー
タ
ル
装
置
は
い
ず
れ
完
成
さ
せ
る
、

た
だ
ノ
ア
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
考
え
さ
せ

て
く
れ
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
そ
こ
は
科
学
者
の
領
分
じ
ゃ
な
い
」 

ダ
イ
チ
「
科
学
者
で
あ
る
前
に
人
間
だ
！
」 



9 

 

と
タ
イ
ヨ
ウ
を
殴
り
返
す
（
※
こ
こ
か
ら
新
規
）
。 

タ
イ
ヨ
ウ
「
！
」 

ツ
キ
「
！
」 

ダ
イ
チ
「
…
…
」 

タ
イ
ヨ
ウ
「
そ
う
か
…
…
そ
れ
が
お
前
の
答
え
か
。

覚
悟
し
て
お
く
ん
だ
な
」 

去
っ
て
い
く
タ
イ
ヨ
ウ
。 

後
を
追
う
ツ
キ
。 

ダ
イ
チ
「
…
…
」 

 
○
ユ
キ
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

 
 

テ
ー
ブ
ル
で
新
聞
片
手
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で

い
る
ダ
イ
チ
。 

 
 

ミ
フ
ユ
が
後
片
付
け
を
し
つ
つ
、 

ミ
フ
ユ
「
ソ
ウ
マ
、
お
弁
当
持
っ
た
？
」 

 
 

ソ
ウ
マ
、
鬱
陶
し
そ
う
に
、 

ソ
ウ
マ
「
持
っ
た
よ
」 

 
 

ユ
キ
は
手
鏡
で
寝
癖
を
必
死
で
直
し
て
い
る
。 

ミ
フ
ユ
「
ユ
キ
、
い
つ
ま
で
寝
癖
気
に
し
て
る
の
。

遅
刻
す
る
わ
よ
」 

ユ
キ
「
は
ー
い
」 

ダ
イ
チ
「
ふ
ふ
、
ユ
キ
も
年
頃
な
ん
だ
な
」 

ユ
キ
・
ソ
ウ
マ
「
行
っ
て
き
ま
ー
す
」 

 

○
同
・
表 

 
 

ア
キ
ラ
の
車
が
停
ま
っ
て
い
る
。 

後
部
座
席
に
乗
り
込
む
ユ
キ
と
ソ
ウ
マ
。 

ミ
フ
ユ
が
出
て
き
て
、 

ミ
フ
ユ
「
そ
れ
じ
ゃ
今
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま 

す
、
ア
キ
ラ
さ
ん
」 

ア
キ
ラ
、
運
転
席
か
ら
、 

ア
キ
ラ
「
お
任
せ
下
さ
い
」 

走
り
出
す
車
。 

 

○
走
る
車
の
中 

 
 

後
部
座
席
の
ユ
キ
と
ソ
ウ
マ
。 

ソ
ウ
マ
「
あ
ー
、
テ
ス
ト
な
ん
て
か
っ
た
り
ぃ
ー
」 

ユ
キ
「
そ
う
い
う
言
い
方
し
な
い
の
。
ち
ゃ
ん
と
授

業
聴
い
て
れ
ば
問
題
な
い
で
し
ょ
」 

ア
キ
ラ
「
ユ
キ
さ
ん
は
勉
強
が
出
来
ま
す
か
ら
」 
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ソ
ウ
マ
「
え
、
ア
キ
ラ
そ
れ
っ
て
僕
が
頭
悪
い
っ
て

こ
と
？
」 

ア
キ
ラ
「
違
い
ま
す
よ
ソ
ウ
マ
さ
ん
」 

ソ
ウ
マ
「
僕
、
本
気
出
し
て
な
い
だ
け
だ
か
ら
ー
」 

ユ
キ
「
じ
ゃ
あ
出
し
な
さ
い
よ
」 

ソ
ウ
マ
「
い
つ
か
ね
」 

屈
託
無
く
笑
う
ソ
ウ
マ
。 

ユ
キ
「
も
う
」 

ユ
キ
も
つ
ら
れ
て
笑
っ
て
し
ま
う
。 

 
○
ラ
ク
ー
ナ
ケ
ミ
カ
ル
社
・
表
（
夜
） 

 
 

刑
事
ら
に
伴
わ
れ
、
タ
イ
ヨ
ウ
と
ツ
キ
が
悄
然

と
出
て
く
る
。 

手
錠
を
掛
け
ら
れ
た
両
手
の
上
か
ら
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
被
せ
ら
れ
て
い
る
。 

キ
ャ
ス
タ
ー
の
声
「
出
て
来
ま
し
た
！ 

施
設
の
子

供
た
ち
を
利
用
し
た
悪
質
非
道
な
人
体
実
験
を
行

っ
て
い
た
容
疑
に
よ
り
、
ラ
ク
ー
ナ
ケ
ミ
カ
ル
社

所
長
と
副
所
長
が
今
、
警
察
に
連
行
さ
れ
て
い
き

ま
す
！
」 

パ
ト
カ
ー
に
乗
り
込
む
タ
イ
ヨ
ウ
と
ツ
キ
。 

 
 

野
次
馬
に
紛
れ
て
見
て
い
る
の
は
タ
ク
ヤ
と
カ

イ
バ
ラ
。 

カ
イ
バ
ラ
「
良
く
や
っ
た
な
、
タ
ク
ヤ
」 

タ
ク
ヤ
「
は
い
」 

そ
の
誇
ら
し
げ
な
表
情
。 

 

○
ユ
キ
の
家
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
夜
） 

テ
レ
ビ
で
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。 

オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
い
る
ユ
キ
、
ソ
ウ
マ
、 

ダ
イ
チ
、
ミ
フ
ユ
。 

ミ
フ
ユ
「
身
寄
り
の
な
い
子
供
た
ち
を
…
…
酷
い
わ

ね
」 

ユ
キ
「
ホ
ン
ト
。
許
せ
な
い
」 

ソ
ウ
マ
「
母
さ
ん
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
抜
い
て
っ
て

言
っ
た
じ
ゃ
ん
！
」 

ミ
フ
ユ
「
好
き
嫌
い
は
ダ
メ
よ
」 

ソ
ウ
マ
「
父
さ
ん
！ 

父
さ
ん
は
！
」 

 
 

ダ
イ
チ
、
テ
レ
ビ
は
観
ず
に
黙
々
と
食
べ
て
い

る
。 
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○
上
空 ロ

ス
ト
の
穴
は
空
い
て
い
な
い
。 

 

○
テ
レ
ビ
局
・
控
え
室 

ス
テ
ー
ジ
衣
装
の
ヨ
シ
ア
キ
が
そ
わ
そ
わ
し
て

い
る
。 

ス
タ
ッ
フ
が
顔
を
出
し
、 

ス
タ
ッ
フ
「
ヨ
シ
ア
キ
さ
ん
、
そ
ろ
そ
ろ
本
番
で
す
」 

ヨ
シ
ア
キ
「
は
、
は
い
…
…
」 

声 
「
緊
張
し
て
る
の
か
？
」 

ヨ
シ
ア
キ
「
は
、
は
い
…
…
っ
て
、
え
？
」 

い
つ
の
間
に
か
窓
際
に
男
が
立
っ
て
い
た
。 

ツ
バ
サ
で
あ
る
。 

ヨ
シ
ア
キ
「
！ 
兄
さ
ん
…
…
！ 

え
、
え
？
」 

ツ
バ
サ
「
お
前
は
奇
術
師
だ
ろ
。
常
に
冷
静
で
い
ろ
」 

ヨ
シ
ア
キ
「
い
、
今
ま
で
ど
こ
に
…
…
！ 

て
い
う

か
何
で
…
…
」 

ツ
バ
サ
「
戦
う
理
由
も
隠
れ
る
理
由
も
な
く
な
っ
た
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
な
」 

ヨ
シ
ア
キ
「
色
々
訊
き
た
い
こ
と
山
ほ
ど
あ
る
け
ど

…
…
そ
の
前
に
一
発
殴
ら
せ
ろ
」 

ツ
バ
サ
「
そ
い
つ
は
痛
そ
う
だ
」 

 
 

ニ
カ
ッ
と
笑
む
ツ
バ
サ
。 

 

○
警
視
庁
・
捜
査
一
課 

根
岸
ヘ
イ
ジ
ロ
ウ
が
課
長
ら
か
ら
拍
手
を
受
け

て
い
る
。 

課
長
「
警
視
総
監
賞
だ
。
お
手
柄
だ
っ
た
」 

根
岸
「
み
ん
な
の
お
か
げ
で
す
」 

と
、
デ
ス
ク
へ
戻
っ
て
く
る
。 

リ
ョ
ウ
コ
と
ケ
イ
ゴ
、
ユ
ウ
ジ
が
出
迎
え
る
。 

リ
ョ
ウ
コ
「
お
め
で
と
う
、
お
父
さ
…
…
根
岸
警
部

補
」 

ユ
ウ
ジ
「
あ
の
ラ
ク
ー
ナ
を
相
手
に
凄
い
で
す
」 

ケ
イ
ゴ
「
長
年
追
っ
て
た
案
件
で
し
た
も
ん
ね
。（
指

を
ク
イ
ッ
と
）
ど
う
で
す
今
夜
」 

根
岸
「
ま
だ
ま
だ
余
罪
は
あ
る
は
ず
だ
。
忙
し
く
な

る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
ぞ
」 

と
、
出
て
い
く
。 
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ユ
ウ
ジ
「
渋
い
な
あ
」 

リ
ョ
ウ
コ
「
ふ
ふ
っ
、
私
た
ち
も
負
け
て
ら
れ
な
い

わ
」 

 
 

と
、
根
岸
の
後
を
追
う
。 

 

○
雑
踏 行

き
交
う
人
々
。 

 
 

街
頭
モ
ニ
タ
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｒ
５
の
ラ
イ
ブ
が
生
中

継
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

買
い
物
袋
を
提
げ
、
微
笑
ん
で
見
上
げ
る
ユ
キ
。 

 

○
武
術
館 

大
盛
況
の
Ｓ
Ｐ
Ｒ
５
ラ
イ
ブ
。 

曲
間
の
Ｍ
Ｃ
。 

ホ
ム
ラ
「
み
ん
な
の
応
援
の
お
か
げ
で
私
た
ち
、
よ

う
や
く
こ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」 

ナ
ミ
「
こ
こ
へ
辿
り
着
く
ま
で
色
々
あ
っ
た
わ
よ
ね
」 

ホ
ム
ラ
「
あ
っ
た
ね
ー
」 

ナ
ミ
「
で
も
こ
の
５
人
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

も
う
こ
の
先
何
が
あ
っ
て
も
負
け
る
気
が
し
な
い

わ
」 

ハ
ル
カ
「
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
全
力
で
走
り
続
け

ま
す
。
置
い
て
か
れ
な
い
よ
う
、
つ
い
て
来
て
下

さ
い
ね
。
チ
ュ
ッ
」 

 
 

と
、
た
ど
た
ど
し
く
投
げ
キ
ッ
ス
を
す
る
。 

 
 

観
客
の
戸
惑
い
の
声
。 

レ
ナ
「
塩
対
応
の
ハ
ル
カ
ち
ゃ
ん
が
投
げ
キ
ッ

ス
！
？ 

ど
、
ど
う
し
た
の
？
」 

ハ
ル
カ
「
今
年
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
に
す
る
っ
て
決

め
た
の
。
レ
ナ
の
今
年
の
抱
負
は
？
」 

レ
ナ
「
抱
負
？ 

あ
、
も
う
ド
ジ
っ
子
担
当
だ
な
ん

て
言
わ
せ
な
い
！
」 

ホ
ム
ラ
「
レ
ナ
は
そ
の
ま
ん
ま
で
よ
ろ
し
く
」 

レ
ナ
「
え
ー
？ 

じ
ゃ
あ
ユ
ア
ち
ゃ
ん
も
腹
黒
担
当

の
ま
ま
で
！
」 

ユ
ア
「
こ
ら
こ
ら
、
そ
こ
！
」 

ナ
ミ
「
ふ
ふ
」 

ユ
ア
「
な
ん
て
言
わ
れ
放
題
だ
け
ど
、
こ
れ
で
も
人

知
れ
ず
枕
を
濡
ら
し
た
日
々
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

い
や
い
や
ホ
ン
ト
に
。
で
も
あ
る
人
が
励
ま
し
て



13 

 

く
れ
た
の
。
君
は
君
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
、
っ
て
。

そ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
今
こ
こ
に
立
て
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
」 

客
席
で
ギ
ー
ク
が
絶
叫
し
て
い
る
。 

ギ
ー
ク
「
ユ
ア
た
ー
ん
！
」 

ホ
ム
ラ
「
そ
れ
じ
ゃ
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
っ
て

下
さ
い
。
次
の
曲
は
―
―
」 

 

○
ユ
キ
の
家
・
表
（
夕
） 

 
○
同
・
玄
関
（
夕
） 

 
 

鍵
を
開
け
、
入
っ
て
く
る
ユ
キ
。 

ユ
キ
「
た
だ
い
ま
ー
。
あ
れ
…
…
？
」 

 
 

明
か
り
は
点
い
て
い
る
が
、
誰
も
い
な
い
様
子
。 

ユ
キ
「
？
」 

 
 

恐
る
恐
る
進
む
ユ
キ
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
） 

リ
ビ
ン
グ
に
入
っ
て
く
る
ユ
キ
。 

ユ
キ
「
お
母
さ
ん
？ 

ソ
ウ
マ
？ 

み
ん
な
ど
こ
行

っ
た
の
？
」 

そ
の
時
、
部
屋
の
明
か
り
が
消
え
、
真
っ
暗
に

な
る
。 

ユ
キ
「
！
」 

声 

「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
！
」 

 
 

暗
が
り
か
ら
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
が
ふ
わ
ふ
わ
と
近

付
い
て
く
る
。 

 
 

浮
か
び
上
が
る
ソ
ウ
マ
の
顔
。 

ユ
キ
「
あ
…
…
」 

ソ
ウ
マ
「
姉
ち
ゃ
ん
、
ほ
ら
（
消
し
て
）」 

 
 

ユ
キ
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
吹
き
消
す
。 

 
 

部
屋
の
明
か
り
が
点
く
と
、
そ
こ
に
は
ダ
イ
チ
、

ミ
フ
ユ
、
ソ
ウ
マ
、
エ
イ
ジ
、
キ
キ
ョ
ウ
が
。 

ダ
イ
チ
「
ユ
キ
、
誕
生
日
お
め
で
と
う
」 

ミ
フ
ユ
・
ソ
ウ
マ
「
お
め
で
と
う
！
」 

エ
イ
ジ
・
キ
キ
ョ
ウ
「
お
め
で
と
う
、
ユ
キ
」 

ユ
キ
「
わ
ー
…
…
」 

 
 

感
激
に
浸
る
ユ
キ
で
―
―
。 

 

○
ロ
ス
ト
内
部
（
現
在
） 
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目
を
開
け
た
ユ
キ
、
さ
め
ざ
め
と
泣
い
て
い
る
。 

タ
ク
ヤ
「
ユ
キ
…
…
？
」 

ユ
キ
「
…
…
」 

ダ
イ
チ
「
こ
れ
が
本
来
あ
る
べ
き
幸
せ
な
姿
な
ん
だ
。

そ
の
可
能
性
を
選
べ
る
の
は
ユ
キ
、
お
前
だ
け
だ
」 

 
 

ユ
キ
の
目
の
前
に
ま
ば
ゆ
く
光
る
球
が
浮
か
ん

で
い
る
。 

ダ
イ
チ
「
さ
あ
選
び
な
さ
い
。
全
て
の
人
た
ち
の
た

め
に
」 

ユ
キ
「
私
は
…
…
」 

 
 

ユ
キ
、
光
球
に
手
を
伸
ば
し
か
け
る
が
、
思
い

直
し
、
振
り
返
る
。 

ダ
イ
チ
「
ユ
キ
…
…
？
」 

ユ
キ
「
私
は
選
ば
な
い
」 

ダ
イ
チ
「
何
だ
っ
て
…
…
？
」 

ユ
キ
「
も
ち
ろ
ん
ロ
ス
ト
な
ん
て
起
き
な
い
方
が
い

い
に
決
ま
っ
て
る
。
で
も
現
実
に
は
起
き
た
の
。

そ
の
世
界
で
私
た
ち
は
生
き
て
き
た
の
」 

 
 

タ
ク
ヤ
、
じ
っ
と
聞
い
て
い
る
。 

ユ
キ
「
お
母
さ
ん
も
ソ
ウ
マ
も
い
て
、
誰
も
人
生
を

奪
わ
れ
な
い
で
、
そ
ん
な
の
そ
っ
ち
が
い
い
に
決

ま
っ
て
る
よ
、
で
も
！ 

ロ
ス
ト
は
起
き
た
の
！
」 

ダ
イ
チ
「
ユ
キ
…
…
」 

ユ
キ
「
こ
の
３
年
間
、
み
ん
な
必
死
で
生
き
て
き
た
」 

 

○
封
鎖
地
区
付
近
・
広
場 

 
 

沢
山
の
献
花
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

手
を
合
わ
せ
、
静
か
に
祈
る
人
た
ち
。 

ユ
キ
（
オ
フ
）
「
あ
る
日
突
然
大
切
な
人
を
失
っ
て
、

理
由
も
分
か
ら
な
く
て
、
そ
れ
で
も
乗
り
越
え
て

い
こ
う
っ
て
み
ん
な
頑
張
っ
て
る
」 

 

○
街 

 
 

若
い
夫
婦
が
歩
い
て
い
る
。 

 
 

幼
子
が
父
親
の
肩
車
の
上
で
笑
っ
て
い
る
。 

ユ
キ
（
オ
フ
）「
ロ
ス
ト
の
後
に
生
ま
れ
て
き
た
命
だ

っ
て
沢
山
あ
る
」 

 

○
ロ
ス
ト
内
部 

ユ
キ
「
私
が
ど
ち
ら
か
を
選
ん
だ
ら
、
ど
ち
ら
か
を
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否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
、
私
に
は

出
来
な
い
」 

ダ
イ
チ
「
ユ
キ
、
私
は
お
前
の
た
め
に
…
…
」 

ユ
キ
「
今
ま
で
色
ん
な
目
に
遭
っ
て
き
た
。
辛
か
っ

た
し
、
苦
し
か
っ
た
。
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
。
だ
か
ら
こ
こ
ま
で
来
れ

た
ん
だ
よ
？
」 

ダ
イ
チ
「
…
…
」 

タ
ク
ヤ
「
何
が
あ
っ
て
も
俺
た
ち
は
前
に
進
む
。
可

能
性
っ
て
の
は
未
来
に
し
か
な
い
か
ら
な
」 

ダ
イ
チ
「
！
」 

 
 

ユ
キ
、
周
囲
の
空
間
を
見
渡
し
、 

ユ
キ
「
ロ
ス
ト
は
起
き
た
。
だ
け
ど
、
生
き
て
い
く
。

こ
の
世
界
で
」 

 
 

タ
ク
ヤ
、
ユ
キ
の
強
い
眼
差
し
。 

ユ
キ
「
お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
で
も
ご
め
ん
な

さ
い
…
…
私
た
ち
、
そ
ん
な
に
弱
く
な
い
よ
」 

ダ
イ
チ
「
ユ
キ
…
…
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
な
…
…
」 

 
 

光
球
が
う
っ
す
ら
と
消
え
て
い
く
。 

 
 

代
わ
り
に
朽
ち
た
高
速
道
路
が
現
れ
る
。 

 
 

傍
に
は
ス
ク
ー
タ
ー
が
。 

 
 

タ
ク
ヤ
と
ユ
キ
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 
 

エ
ン
ジ
ン
の
音
が
先
行
し
―
―
。 

 

○
移
動
式
ラ
ボ
・
中 

 
 

キ
キ
ョ
ウ
が
モ
ニ
タ
を
見
て
、 

キ
キ
ョ
ウ
「
あ
ら
…
…
？
」 

エ
イ
ジ
「
ど
う
し
た
」 

キ
キ
ョ
ウ
「
わ
ず
か
だ
け
ど
、
ロ
ス
ト
の
近
く
で
重

力
波
が
発
生
し
た
の
」 

エ
イ
ジ
「
内
部
で
何
が
あ
っ
た
ん
だ
…
…
」 

ギ
ー
ク
「
タ
ク
ヤ
！
」 

 
 

と
、
駆
け
出
し
て
い
く
。 

 

○
封
鎖
地
区
内
・
ロ
ス
ト
周
縁
部 

 
 

怪
盗
団
の
ジ
ー
プ
が
走
っ
て
く
る
。 

 

○
走
る
ジ
ー
プ
の
中 

 
 

運
転
席
の
ジ
ャ
ッ
ク
が
何
や
ら
気
付
き
、 

ジ
ャ
ッ
ク
「
お
い
、
あ
れ
…
…
」 
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助
手
席
の
ヨ
シ
ア
キ
、「
！
」
と
な
る
。 

 

○
封
鎖
地
区
内
・
ロ
ス
ト
周
縁
部 

 
 

ジ
ー
プ
が
停
車
し
、
ヨ
シ
ア
キ
と
ル
イ
が
降
り

立
つ
。 

ヨ
シ
ア
キ
「
ユ
キ
ち
ゃ
ん
！
」 

 
 

ユ
キ
が
倒
れ
て
い
る
。 

 
 

駆
け
寄
る
ヨ
シ
ア
キ
と
ル
イ
。 

ヨ
シ
ア
キ
「
し
っ
か
り
し
ろ
！ 

タ
ク
ヤ
さ
ん
は
！
」 

 
 

周
り
に
は
誰
も
い
な
い
。 

ル
イ
「
と
に
か
く
病
院
へ
！
」 

 

○
封
鎖
地
区
入
口 

 
 

警
察
の
検
問
ゲ
ー
ト
を
強
引
に
突
破
し
、
封
鎖

地
区
内
へ
侵
入
す
る
軽
ト
ラ
。 

 

○
走
る
軽
ト
ラ
の
中 

 
 

運
転
し
て
い
る
の
は
ギ
ー
ク
だ
っ
た
。 

ギ
ー
ク
「
タ
ク
ヤ
…
…
ど
こ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ

…
…
Ｄ
Ｖ
Ｄ
返
す
っ
て
約
束
し
た
じ
ゃ
な
い
か
…

…
タ
ク
ヤ
ー
っ
！
」 

 

○
ロ
ス
ト
周
縁
部
上
空 

 
 

警
察
や
自
衛
隊
の
ヘ
リ
が
旋
回
し
て
い
る
。 

 

○
雑
踏 

 
 

Ｔ
『
一
ヶ
月
後
』 

 
 

以
前
と
変
わ
ら
ぬ
街
の
様
子
。 

 
 

ヨ
シ
ア
キ
が
奇
術
シ
ョ
ー
を
開
い
て
い
る
。 

ヨ
シ
ア
キ
「
で
は
今
か
ら
こ
の
像
を
…
…
消
す
の
は

さ
す
が
に
忍
び
な
い
の
で
、
こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
消
し
ま
し
ょ
う
。
ワ
ン
、
ツ
ー
、
ス
リ
ー
。
は

い
」 

 
 

見
物
人
の
ま
ば
ら
な
拍
手
。 

 
 

足
元
の
箱
に
は
い
く
ら
か
の
投
げ
銭
。 

ヨ
シ
ア
キ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

○
日
高
探
偵
事
務
所
・
中 

 
 

電
話
応
対
中
の
ケ
イ
ゴ
。 
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ケ
イ
ゴ
（
電
話
）「
え
え
、
お
安
い
ご
用
で
す
。
旦
那

さ
ん
の
浮
気
調
査
で
す
と
一
日
あ
た
り
１
０
万
円

と
な
り
ま
す
が
、
は
い
…
…
」 

 
 

そ
の
電
話
を
勝
手
に
切
る
ユ
ウ
ジ
。 

ケ
イ
ゴ
「
あ
あ
っ
！ 

て
め
え
何
す
ん
だ
！
」 

ユ
ウ
ジ
「
浮
気
調
査
？ 

俺
は
も
っ
と
ヒ
リ
ヒ
リ
す

る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
で
す
ね
」 

ケ
イ
ゴ
「
仕
事
選
ん
で
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！ 

だ
っ
た

ら
警
察
戻
っ
ち
ま
え
！
」 

ユ
ウ
ジ
「
戻
れ
る
も
ん
な
ら
戻
っ
て
ま
す
よ
！ 

優

秀
な
俺
に
も
っ
と
活
躍
の
場
を
く
れ
、
っ
つ
っ
て

ん
で
す
よ
！
」 

 

○
と
あ
る
議
場 

 
 

記
者
会
見
の
場
。 

 
 

壇
上
で
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
る
の
は
エ
イ
ジ
。 

エ
イ
ジ
「
と
い
う
こ
と
で
、
今
も
な
お
膨
張
を
続
け

て
い
る
ロ
ス
ト
と
い
う
現
象
は
全
人
類
に
と
っ
て

の
課
題
と
い
え
ま
す
」 

 
 

後
ろ
の
席
に
は
キ
キ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
各
国
の

研
究
員
が
座
っ
て
い
る
。 

エ
イ
ジ
「
そ
こ
で
我
々
財
団
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
、
国
を
越
え
人
種
を

越
え
、
こ
の
難
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
人
材

を
広
く
募
集
し
ま
す
」 

 
 

カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
一
斉
に
焚
か
れ
る
。 

 
 

研
究
員
の
中
に
は
白
衣
姿
の
ギ
ー
ク
も
。 

ギ
ー
ク
「（
緊
張
気
味
で
）
…
…
」 

 

○
高
校
・
全
景 

 

○
同
・
教
室 

 
 

授
業
中
。 

 
 

最
後
部
窓
際
の
席
に
い
る
の
は
―
―
制
服
姿
の

ユ
キ
。 

 
 

教
科
書
を
広
げ
て
み
る
が
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら

な
い
様
子
と
い
っ
た
顔
。 

ノ
ー
ト
に
何
と
な
く
落
書
き
を
始
め
る
。 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

記
憶
の
断
片
。 
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ス
ク
ー
タ
ー
の
後
ろ
で
赤
い
パ
ー
カ
ー
の
腰
に

掴
ま
っ
て
い
る
ユ
キ
の
主
観
（
の
ほ
ん
の
一
部
）。 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

ノ
ー
ト
に
描
か
れ
た
ス
ク
ー
タ
ー
の
絵
。 

自
分
で
描
い
た
も
の
の
、
首
を
傾
げ
る
ユ
キ
。 

 
 

ポ
ケ
ッ
ト
の
ス
マ
ホ
が
振
動
す
る
。 

 
 

取
り
出
す
と
、
キ
キ
ョ
ウ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
。 

 
 

『
今
日
は
遅
く
な
る
か
ら
先
に
ご
飯
食
べ
と
い

て
』
と
あ
る
。 

 
 

ス
タ
ン
プ
で
返
信
す
る
ユ
キ
。 

 
 

窓
外
を
見
や
り
、
そ
よ
風
に
目
を
細
め
る
。 

ユ
キ
「
…
…
」 

 
 

は
る
か
向
こ
う
に
は
ロ
ス
ト
の
穴
が
見
え
る
。 

 

○
ロ
ス
ト
内
部
（
仮
・
オ
フ
台
詞
で
適
宜
使
用
） 

 
 

ダ
イ
チ
ら
し
き
粒
子
状
の
人
型
が
浮
遊
し
て
い

る
。 

ダ
イ
チ
の
声
「
ミ
フ
ユ
…
…
覚
え
て
い
る
か
。
い
つ

か
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
だ
ろ
う
。
ユ
キ
が

虫
が
苦
手
で
…
…
ソ
ウ
マ
が
捕
ま
え
た
カ
ブ
ト
ム

シ
が
ユ
キ
の
顔
目
が
け
て
飛
ん
で
き
て
…
…
あ
の

時
は
大
変
だ
っ
た
な
…
…
。
３
回
目
の
結
婚
記
念

日
も
色
々
あ
っ
た
。
ま
だ
ユ
キ
は
小
さ
く
て
…
…
」 

 
 

記
憶
を
述
懐
し
続
け
る
ダ
イ
チ
。 

 

○
あ
る
研
究
機
関
・
廊
下 

 
 

歩
い
て
い
る
エ
イ
ジ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
ギ
ー
ク
。 

ギ
ー
ク
「
ユ
キ
ち
ゃ
ん
…
…
最
近
ど
う
？
」 

エ
イ
ジ
「
徐
々
に
日
常
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
と
こ

ろ
だ
」 

キ
キ
ョ
ウ
「
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
い
っ
て
毎
日
ぼ

や
い
て
る
け
ど
ね
」 

ギ
ー
ク
「
そ
れ
で
、
記
憶
の
方
は
ま
だ
…
…
」 

キ
キ
ョ
ウ
「
え
え
。
タ
ク
ヤ
君
と
い
う
運
び
屋
が
い

た
こ
と
自
体
、
覚
え
て
な
い
み
た
い
」 

エ
イ
ジ
「
さ
す
が
に
波
動
性
物
質
に
晒
さ
れ
た
時
間

が
長
過
ぎ
た
」 

ギ
ー
ク
「
そ
っ
か
…
…
」 

 

○
通
学
路 
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一
人
下
校
し
て
い
る
ユ
キ
。 

同
級
生
ら
が
追
い
つ
き
、 

同
級
生
１
「
ユ
キ
ち
ゃ
ん
」 

ユ
キ
「
？
」 

同
級
生
１
「
途
中
ま
で
一
緒
だ
よ
ね
」 

ユ
キ
「
あ
、
う
ん
」 

並
ん
で
歩
く
ユ
キ
ら
。 

同
級
生
２
「
授
業
、
つ
い
て
い
け
て
る
？
」 

ユ
キ
「
う
ー
ん
、
あ
ん
ま
り
」 

同
級
生
１
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
ね
。

ノ
ー
ト
も
貸
す
し
」 

ユ
キ
「
う
ん
。
あ
り
が
と
う
」 

 
 

ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
た
青
年
（
タ
ク
ヤ
と
は
全

く
の
別
人
）
が
通
り
過
ぎ
て
い
く
。 

ユ
キ
「（
何
か
気
に
な
り
）
…
…
」 

同
級
生
１
「
ど
う
し
た
の
？
」 

ユ
キ
「
う
う
ん
」 

 

○
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内 

 
 

ト
マ
ト
の
収
穫
を
し
て
い
る
コ
ウ
タ
。 

コ
ウ
タ
「
あ
ー
、
暑
ち
ぃ
～
！
」 

 
 

そ
の
場
に
へ
た
り
込
む
。 

 
 

近
く
で
収
穫
し
て
い
る
カ
イ
バ
ラ
。 

カ
イ
バ
ラ
「
若
い
く
せ
に
だ
ら
し
ね
え
な
あ
」 

コ
ウ
タ
「
こ
ん
な
重
労
働
だ
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た

っ
ス
よ
。
も
っ
と
こ
う
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

と
か
考
え
ま
せ
ん
？
」 

 
 

同
じ
く
収
穫
し
て
い
る
ユ
ミ
コ
。 

ユ
ミ
コ
「
手
間
暇
か
け
る
か
ら
美
味
し
い
ん
じ
ゃ
な

い
の
」 

カ
イ
バ
ラ
「
と
こ
ろ
で
…
…
あ
い
つ
は
ま
だ
行
方
知

れ
ず
な
の
か
？
」 

 
 

ユ
ミ
コ
と
コ
ウ
タ
の
表
情
が
翳
る
。 

ユ
ミ
コ
「
え
え
…
…
」 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

カ
ゴ
に
山
盛
り
の
ト
マ
ト
。 

 
 

ユ
ミ
コ
、
一
つ
を
そ
の
場
で
か
じ
り
、 

ユ
ミ
コ
「
や
っ
ぱ
り
こ
れ
、
絶
対
ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ

き
で
す
。
全
国
に
流
通
さ
せ
る
プ
ラ
ン
を
練
り
ま

し
ょ
う
」 
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カ
イ
バ
ラ
「
は
？ 

い
や
い
や
、
ほ
ぼ
趣
味
だ
か
ら

さ
。
い
い
ん
だ
よ
こ
れ
で
」 

ユ
ミ
コ
「
ら
し
く
な
い
で
す
ね
。
自
分
が
作
っ
て
る

も
の
に
自
信
が
な
い
ん
で
す
か
？
」 

 
 

呆
れ
、
苦
笑
す
る
カ
イ
バ
ラ
。 

カ
イ
バ
ラ
「
言
う
よ
う
に
な
っ
た
な
」 

 
 

ふ
ふ
っ
と
微
笑
む
ユ
ミ
コ
。 

コ
ウ
タ
「
俺
も
食
っ
て
い
い
っ
ス
か
？
」 

ユ
ミ
コ
「
あ
な
た
は
ま
だ
仕
事
残
っ
て
る
で
し
ょ
」 

コ
ウ
タ
「
え
ー
？
」 

 
 

汗
を
一
拭
き
、
空
を
見
上
げ
る
カ
イ
バ
ラ
で
。 

 

○
輝
く
海 

 

○
海
辺
の
道
路 

 
 

走
る
ス
ク
ー
タ
ー
。 

 
 

乗
っ
て
い
る
の
は
赤
い
パ
ー
カ
ー
の
男
。 

 
 

―
―
タ
ク
ヤ
で
あ
る
。 

 
 

赤
信
号
で
停
車
す
る
タ
ク
ヤ
。 

 
 

信
号
の
先
に
あ
る
一
軒
家
。 

 
 

制
服
の
ユ
キ
が
来
て
、
郵
便
受
け
の
ダ
イ
ヤ
ル

を
回
す
。 

 
 

そ
の
姿
に
何
や
ら
心
が
ざ
わ
つ
く
タ
ク
ヤ
。 

タ
ク
ヤ
「
…
…
」 

 
 

郵
便
受
け
の
中
身
を
確
認
し
て
い
る
ユ
キ
。 

 
 

信
号
が
青
に
変
わ
る
。 

 
 

気
の
せ
い
か
と
思
い
直
し
、
走
り
去
る
タ
ク
ヤ
。 

 
 

サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
に
ユ
キ
が
映
っ
て
い
る
。 

 
 

鏡
の
中
の
ユ
キ
が
ち
ら
り
と
こ
ち
ら
を
見
た
。 

 
 

遠
ざ
か
っ
て
い
く
そ
の
姿
。 

 
 

一
軒
家
、
海
に
面
し
た
窓
。 

 
 

緑
の
カ
ー
テ
ン
が
揺
れ
て
い
る
。 

  

〈
消
滅
都
市
・
完
〉 

 

二
〇
〇
字
換
算 

８
０
枚 

 


